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多対ケーブルのご紹介
LANｹｰﾌﾞﾙでは、4Pを主として使用されておりますが、用途により
配線の効率化を図るために多対ｹｰﾌﾞﾙを使用する場合があります。

24Pは、6個口ﾛｰｾﾞｯﾄを使用し
て机の近くまで配線したり、
24Pﾊﾟｯﾁﾊﾟﾈﾙの配線で使用す
ることが多いようです。多対ｹｰ
ﾌﾞﾙの中で1番需要がございま
す。

ﾃﾞｭｱﾙｹｰﾌﾞﾙは、PC+IP電話
又はPC+PCの組み合わせで
使用されるｹｰｽが多いようです。

TSUNET-10GE AWG23-ﾃﾞｭｱﾙ44【商標登録済】

TSUNET-10GE-BD AWG23-24P

多対ケーブルラインナップ一覧 （全てUTPケーブル）

カテゴリー
CAT5e

(TSUNET-350Eシリーズ)
CAT6

(TSUNET-1000Eシリーズ)
CAT6A

(TSUNET-10GEシリーズ)

8P(デュアル) 〇 〇 〇

12P 〇 - -

16P 〇 - -

24P 〇 〇 〇

48P 〇 - -



LANケーブル豆知識

Q 圧着と圧接の違いを教えて下さい？

A    辞書等によると、圧着は、物と物を強く圧迫して接着すること、 圧接は、
金属等の接合部分に圧力を加えて接合することとあります。

  一般的に、モジュラプラグは圧着(絶縁体がコネクトピンにささる）加工、
モジュラジャックは 圧接(絶縁体が金属端子にはさまる)加工によって
接続されます。
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(6個口ﾛｰｾﾞｯﾄ)(2個口ﾛｰｾﾞｯﾄ)

多対ケーブルはプラグ加工ではなく、ローゼット加工をする工法が
多くなっています。

TSUNET-350E-BD 0.5-48P

TSUNET-350E-BD 0.5-48Pは最大の多対ｹｰﾌﾞﾙで
通信興業のみ製造している製品です
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